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変退色､破損等の劣化損傷が惹起されていた｡筆者らは、
このような現在状態を憂慮して、鎌木資料のうち、乾
板の整理作業を最優先することにした。本稿では、１）
開梱・登録、２）確認、３）洗浄、４）矯正、５）保
存、６）複写という乾板のアーカイバル処理について、
６段階の整理作業のワークフローを明示し、本学学芸
員課程における乾板の取り扱いに関するガイドライン
を策定することにした。
１．はじめに
本稿で取り扱うガラス乾板写真（以下、「乾板」とい
う｡」は、2006年、本学学芸員課程に寄贈された鎌木
資料の一部である。鎌木資料は、鎌木義昌の考古学的
業績をバックグラウンドとする考古学コレクションで
ある。岡山県及び兵庫県を中心として、鎌木義昌が手
掛けた発掘調査の記録及び発掘資料から構成されてい
る。発掘調査の記録の中には、大量の写真が含まれて
おり、カラー･リバーサル･フイルム、カラー･ネガ･フイ
ルム、モノクロ・ネガ・フィルム、そして、乾板が含
まれていた。写真は、ほとんどがフイルムであり、４
×５判、６×７判、３５mm判がポリプロピレン製及びポ
リエチレン製のホルダーに収容され、ファイルに綴じ
込まれていた。また、ホルダー及びファイルには、そ
れぞれの被写体等に関する注記が必記されていた。一
方、乾板は、５×７判、いわゆるキャビネ判（120×
165mm）で占められており、購入時のガラス乾板のパッ
ケージ（以下、「包装箱」という｡）を再利用して、４５
箱に仕分けされていた。乾板は、４００～500枚前後の
総数が見込まれることから、毎年５０～100枚程度を目
標として、整理作業を実施することにした。初年度に
あたる2009年度は、包装箱５箱を開梱し、アーカイバ
ル処理及びデジタル・アーカイヴ化を試行することに
した。包装箱５箱の内訳を見ると、1953年（昭和２８）
から1967年（昭和４２）にかけての岡山県内の発掘調
査の様子を記録した乾板３箱、県内遺跡の発掘品及び
個人蔵の表面採集資料等を撮影した乾板２箱であり、
総数45枚の乾板が梱包されていた。また､包装箱には、
乾板の被写体に関する情報が箱書きされていた。加え
て、包装箱の中のガラス乾板間には、間紙として、新
聞紙･薄葉紙等の反故紙が挟み込まれ､間紙の一部には、
箱書きと同じように、被写体に関する添え書きが鉛筆
や油性インクで書き込まれていた。ただし、乾板の包
材が包装箱だけであったこともあり、塵芥、虫糞等に
よる汚濁が著しい状態にあった。また、撮影後、半世
紀以上が経過しており、経年変化に伴う脆化が進行し、
２．ガラス乾板写真の撮影時期
乾板は、１８７４年（明治４）、マドックス（Rjcﾉiα〃
LeachMJdUbx・英）によって、臭化銀・ゼラチン乾板
が考案されたことにはじまる。我が国では、明治・大
正期において、六桜社（コニカ・ミノルタ）、日本乾
板、東洋乾板、オリエンタル写真工業、旭写真工業等
によって､国産の乾板が製造されるようになった｡また、
1928年（昭和３）頃からモノクローム・ネガ・フイル
ムの製造が開始され、1953年（昭和28）に発売された
富士写真フィルムのネオパン・シリーズをはじめとし
て、モノクロ・ネガ・フィルムが一般化した。ただし、
敗戦後、小西六写真工業、富士写真フィルム、オリエ
ンタル写真工業の３社の軍用乾板が放出され、また、
小規模乾板メーカー林立することで、昭和40年代初め
まで乾板が使用されたという（荒井2001)。こうした
中で、鎌木義昌は、発掘調査において、写真技術を積
極的に導入し、1943年（昭和18）の黄島貝塚の発掘調
査以降、乾板による写真撮影を継続してきた経緯があ
る。本稿で取り扱う包装箱５箱分の乾板は､1953年（昭
和２８）から1967年（昭和42）にかけて撮影されたこ
とが判明している(第１表)。これらの包装箱を見ると、
富士写真フィルム、オリエンタル写真工業、小西六写
真工業が製造した乾板と記載されているものの、乾板
は、包装箱の記載どおりの中身と限らない。ただし、
00ノ「岡山県金蔵山古墳｣、００２「中央町諏訪神社附近遺
跡」の包装箱にメーカー印字された使用期限は、発掘
調査の時期と前後していることから、包装箱と中身の
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第１表鎌木義昌の発掘調査の履歴 乾板が正しく組み合っている蓋然性が高いと判断して
おきたい（第２表)。００ﾉ、００２，００３「総社市晴庵古墳」
の乾板については、第１表のとおり、撮影場所、撮影
時期等をほぼ特定することができる。一方、０Ｗ「岡山
県弥生関係，弥生｣、００５「岡山県古墳関係（鏡)」の乾
板については、発掘調査の様子を撮影した写真でない。
0Ⅳ、００５の包装箱の中は、間紙で仕分けされており、
添え書き等を見る限りでは、出土品や個人蔵の表面採
集資料であり、撮影場所、撮影時期を絞り込むことが
難しい。このように、鎌木資料には、撮影場所、撮影
時期、撮影者、そして、画像にある資料や登場人物等
が定かでない乾板が数多く含まれており、本稿におけ
る乾板画像の公開を通して、有意な証言の取得に繋げ
たいと考えている。
1947：（昭和２２） 召井｣量崎ij3r跡（玉野市・～１９４８週
３ガラス乾板の材質特性とアーカイバル処理
３－１．開梱・登録
まず、乾板のアーカイバル処理にあたって、乾板の
収容単位である包装箱の製品名、製造メーカー名、消
費期限等の記載、また、鎌木義昌による包装箱の箱書
き及び添え書きの記載を台帳入力し、乾板、包装箱、
間紙を切り離して、整理作業できるようにした。それ
ぞれ、台帳上と同一の管理コードを付与して、乾板・
包装箱・間紙・台帳上の記載の４者を厳重に紐付けし
てから､乾板を解梱した。管理コードは、１）作業年度、
２）包装箱単位の番号、３）添え書き単位の番号、４）
乾板の番号を付して、４桁４連の数列を付した。
1952年（昭和２７）
1953年（昭和２８
寳跡分布調査（倉瀞
３－２．現在状態の確認
乾板は、これまで長期間にわたる温湿度変化に曝さ
れるとともに、残留薬品の化学変化等によって、劣化
損傷が惹き起こされており、直ちに、乾板の原版の保
存の手立てを講じる必要があった。とくに、温湿度条
件は、乾板の現在状態に多大な影響を与えていた。過
湿条件下にあると、感光乳剤面が吸湿し、膨潤作用に
よって軟化する。中には、膜面が糊稠化した乾板も出
現する。膜面の糊稠によって、乾板同士が癒着した状
態を解消する手立ては、今のところ皆無といってよい。
また、感光乳剤面が膨潤軟化すると、その後、乾燥下
の環境条件に変調することで、支持体のガラス板から
感光乳剤面の膜剥がれを惹き起こすことになる。乾板
は、長時間にわたって、目通し等の換気がほとんど行
われなかったようである。にもかかわらず、これらの
乾板は、以上のような温湿度変化に原因して、感光乳
剤面の膜剥がれが多数確認された。当然のことながら、
自宅等では､施設･設備等の整備に限界があることから、
止むを得ぬ事態といえる。また、感光乳剤面は、ゼラ
チン乳剤であることから､きわめて軟弱である｡乾板は、
1962年（昭和３７
１９６５年（昭和４０）
年代 調査地
1943年（昭和18） 備前黄島貝塚（牛窓町）
備中高島遺跡（笠岡市）
年 22 田 長崎遺跡（玉野市・～1948年）
1948年（昭和23） 黄島貝塚（牛窓町）
伊木末遺跡（香ﾉ||県）
大内田貝塚（岡山市）
1949年（昭和24） 竹原貝塚（岡山市）
黄島貝塚（牛窓町）
磯の森貝塚（倉敷市）
1950年（昭和25） 福田古城貝塚（倉敷市）
船津原貝塚（倉敷市）
前山遺跡（倉敷市）
門田貝塚（邑久町）郡貝塚（岡山市）涼
松貝塚（船穂町・～1951年）
1951年（昭和26） 御崎野遺跡（奈義町）
島地貝塚（倉敷市）
高尾貝塚（岡山市）
羽島貝塚（倉敷市）
27 鷲羽山遺跡分布調査（倉敷市）
和28） 金蔵山古墳（岡山市）＊
1954年（昭和29） 鷲羽山遺跡（倉敷市）
竪場島遺跡（倉敷市）
井島遺跡（香)||県直島町）
1957年（昭和32） 河内国府遺跡
1958年（昭和33） 晴庵古墳（総社市）＊
1959年（昭和34） 福井洞穴（長崎県佐世保市）
1960年（昭和35） 福井洞穴（長崎県佐世保市・～1963）
1961年（昭和36） 高尾貝塚（岡山市）
高田貝塚（岡山市）
神宮寺山古墳（岡山市）
砂子山古墳群（総社市）
長福寺裏山古墳群（笠岡市）
和37） 大飛島井関（笠岡市）
1965 40 唐臼墳墓群（中央町）
1966年（昭和４１） 八幡大塚２号境（岡山市）
ササ遺跡（兵庫県養父町）
禁裡塚古墳（兵庫県養父町）
熊野遺跡分布調査（兵庫県養父町）
ぐいぴ谷遺跡（備前市）
1967年（昭和42） 一宮天神山古墳（岡山市）
備前高島遺跡（岡山市）
こうもり塚（総社市）
三野公園団地１号境（岡山市）
目尾古墳（備中市）
備前高島遺跡（１次）（岡山市）
琴浦高裏山遺跡（倉敷市）
諏訪神社境内内住居跡（中央町）＊
御台場古墳（岡山市）
備前車塚古墳（岡山市・～1968年）
不老山東ロ備前焼窯跡(備前市･～1968年）
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第２表2009年度におけるガラス乾板写真の整理対象
… 
乾板よりもやや大きな寸法に収容されていたとおり、
移動及び運搬に伴って、乾板同士が擦り合ったり、乾
板の角が衝突したことがあったようであり、感光乳剤
面には、スクラッチ状の掻き傷やピンホール状の円形
剥落が多数見られた。さらに、感光乳剤面は、素手で
触れられた経緯があったようであり、指紋状の皮脂の
付着、指頭状の徽の発生等が見られた。加えて、油性
インクで添え書きが筆記された間紙が挟まっていたこ
とで、記載された字句がガラス面及び感光乳剤面にそ
のまま写り込んだ乾板もあった。また､温度上昇によっ
て、感光乳剤面に含まれる銀粒子が酸化雰囲気となる
ことで、ミラーリング、いわゆる銀化、銀鏡が出現し
ていた。同じように、支持体のガラス面は、ガラスの
酸化雰囲気がもたらす「くすみ」が見られた。以上の
ような現在状態が確認されたことから、火急的速やか
に、乾板の洗浄に着手することにした。ただし、残留
薬品の安定化を図ると新たな化学的雰囲気がもたらさ
れることが懸念されたことから、当面、薬剤処理を留
保することにした。
するため、取り出し直後、感光乳剤面に中性紙を当て
て、ポリエチレン製のチャック付き袋に回避した。包
装箱及び間紙は、別室において、網状繊維の毛先をも
つ刷毛で掃うことによって、極力、箱内外の塵芥、虫
糞等を除去し、ポリエチレン製のチャック付き袋に封
入した。乾板は、透明なガラス板に対して、ゼラチン
乳剤を塗布・乾燥させ、これを感光させたものである。
乾板によっては、停止、定着等に伴う残留薬品が再活
性し、新たな化学的雰囲気がもたらされることがある。
そのため、乾板の洗浄作業に際しては、可能な限り光
線入射を遮断できる暗室内において、感光乳剤面の温
度上昇、反応を抑止しながら洗浄作業を行う必要があ
る。まず、エア・ブロアーで圧搾空気を吹き付けて、
乾板の感光乳剤面及びガラス面の塵芥を吹き飛ばす程
度のドライクリーニングを実施した。ただし、塵芥が
付着して、著しく汚濁した状態にあった乾板について
は、静電気吸着を利用するとともに、毛先の柔らかい
軟毛筆で優しく掃き取った。また、虫糞の付着につい
ては、段階を踏みながら、メスで切削・切除し、細密
な繊維布で拭き取った。ガラス面は、エチルアルコー
ル８：アセトン２の割合で混合した溶液を滴下し、円
を描くようにキムワイプでワイピングし、エア・プロ
３－３．洗浄
取り出した乾板は、空中に飛散する俟の付着を防止
箱書き等 枚数 ガラス乾板の製品名称 ガラス乾板のメーカー名 備考（添え書き等）
001 岡山県金蔵山古墳 ５ 
A10RTHOCHROMATICHIGH 
ＳＰＥＥＤＦＵＪＩＰＬＡＴＥ， 
MAY､1953-（メーカー印字）
FUJIPHOTOFILMCO.，LTD． 
TOKYOJAPAN 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 1１ 
OＲＩＥＮＴＡＬｄｒｙｐｌａｔｅＳＳ 
HYPERPANPLATESBACKED， 
USEBEFOREDEC､1967（メー
カー印字）
ORIENTALPHOTOINDUSTRIAL 
CO． LTnToKYoJAPAN 
003 総社市晴庵古墳 1３ 記載なし 記載なし
004 岡山県弥生関係，弥生 1０ 
ＵＬＴＲＡＳＰＥＥＤＨＩＧＨＬＹ 
ＯＲＴＨＯＣＨＲＯＭＡＴIＣ１２００ＤＲＹ 
PLATES 
ORIENTALPHOTOINDUSTRIAL 
CO． LTD・TOKYOJAPAN
｢由加神社銅剣｣，「高尾貝
塚」 フ ｢高田遺跡｣，「坂谷氏
土器｣，「郷内村弥生式土器
(前期）深鉢｣，「酒津弥生±
器」 ， ｢添え書きなし」
0” 岡山県古墳関係（鏡） ６ 
SＡＫＵＲＡＰＬＡＴＥＳＳＯＦＴ 
GRADATIONPANCHROMATIC 
S．Ｇ，l00ANTI-HALATION 
BACKEDULTRAHIGHSPEED 
KONISHIROKUPHOTOIND・ＣＯ．
， LTDTOKYOJAPAN 
｢花光寺山古墳，東博｣，「。、
二面,山手村周辺,山田氏蔵，
大一面，鹿久居島付近｣，「朱
千駄｣，「岡山県指定，一の
宮町出±｣，焼き付け印画紙
2枚同梱
合計 4５ 
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ワーで揮発させた。エチルアルコール・アセトン溶液
によるワイピングにあたっては、感光乳剤面に対する
浸入に細心の注意を払って、感光乳剤面の糊稠化を防
止した。
３－４．矯正
感光乳剤面の膜剥がれは、全面剥離と部分剥離が見
られた。かつては、乾板技術者によって、感光乳剤面
の貼り直し、すなわち、再装丁が行われていたが、最
早、これらの技術保持者が不在となってしまった。そ
のため、部分剥離は、カーリング及び折れを矯正しつ
つ、感光乳剤面に中性紙を当ることでフラットニング
し、中性紙の上に透明度の高い別のガラス板を挟み込
んで仮固定した。本固定に関する具体的処置の見通し
が得られていないので、取り敢えず、仮固定のまま原
版保存することにした。
保存箱の蓋（中性紙段ボール製）
懸紙（中性紙製）
蕊鑿i霧該● 
感光乳剤面
３－５．保存
乾板の保存及び保管環境については､国際規格(ISO)、
国際規格に基づいた日本工業規格（JIS）による規定が
ある｡長期保存を念頭に置いた包装保存は､｢JIS-K-7646
写真一現像済み写真フィルム、乾板及び印画紙一包
材、アルバム及び保存容器（対応ISO-189021maging
materials-Processedphotographicfilms，ｐｌａｔｅｓ 
ａｎｄｐａｐｅｒｓ－Ｆｉｌｉｎｇｅｎｃｌｏｓｕｒｅｓａｎｄｓｔｏｒａｇｅ 
ｃｏｎｔａｉｎｅｒｓ)」に準拠し、中性紙ブリザーバーを使用し
て、アーカイバル処理することにした。
封入中性紙プリザーバーは、米国Lightlmpressions
社製のガラス・プレート・フォルダーを採用した。こ
れは、ｐＨ7.0～７．５のノンバッフアー中性紙であり、
＋字形に切り出されたタトウ、すなわち、畳紙である。
マチ部分とフラップ部分が判面全体を平板的に覆い被
せることができる畳紙であることから、とくに、フラッ
プ部分の重ね段差が生じないようになっている。その
ため、収容に伴う重ね合わせ、そして、積み重ねによっ
て、ガラス面、感光乳剤面ともに、均等な加重を受け
ることになる。また、タトウを採用することで、接着
剤等による貼り合わせ部分がないことから、化学的雰
囲気も回避できる。なお、感光乳剤面の膜剥がれを矯
正した乾板は、ガラス・プレート・フォルダーに封入
できないので、仮固定のまま、同社製の中性紙エンベ
ロープに仮封入した。
収容タトウに封入した乾板原版（以下、「封入乾板」
という）は、資料保存器材社製の乾板収納用保存箱に
収容した（以下、「保存箱」という）。ｐＨ8.5の中性紙
段ボール、いわゆるアーカイバル・ボードが採用さ
れ、乾板重量にあわせて、堅牢化されている。封入乾
板は、保存箱に立て入れて、縦方向に収容されること
乾板支持体
｢落し込み」の枠（スチレンボード製）
保存箱の身（中性紙段ボール製）
第１図「落し込み」収納用保存箱の製作
から、乾板を積み重ねる収容方法と比較して、乾板原
版にかかる荷重を最小化することができる。ちなみに、
次年度以降に先送りした残部の乾板についても、同じ
ように、仮の保存箱に包装箱を立て入れた状態で、待
機させることにした。また、膜剥がれを惹き起こした
乾板のうち、全面剥離は、支持体のガラス板から膜剥
がれするだけでなく、感光乳剤面が複数断裂し、断片
化した状態にあった。また、部分剥離でも、膜収縮を
意き起こし、激しくカーリングした状態にあった乾板
は、矯正を断念することにした。これらは、「落し込み」
による仮収容をすることにした。まず、組み立てられ
た保存箱を利用して、乾板大の窓を開けた特厚口の中
性紙段ボールを２枚重ねることで、乾板の厚さ以上の
深さをもつ「落し込み」を作出する。次に、感光乳剤
2５ ガラス乾板写真のアーカイバル処理に関するワークフロー
面を上に向けて乾板を落とし込む。感光乳剤面上で断
片化した乳剤感光面をパズル合わせして、トーレーシ
ングペーバーの懸紙を落とし込み、保存箱に蓋をして、
横置きして安置することにした。
収納封入乾板を収容した保存箱は、「JIS-K-7644写
真一現像処理済み写真乾板一保存方法（対応ISO-
Imagingmaterials-Processedphotographicplates 
-Storagepractices)」に準拠し、温室度調整が可能
な防湿保管庫に収納し、収納環境については、相対湿
度40％以下、温度20℃以下を維持するようにした。
ガラス乾板
黒色のマット（無光沢艶無し）紙
３－６．複写
複写方式乾板の出力については、現在、紙焼きによ
る複写とデジタルカメラ及びスキャナーによるデジタ
ル複写が可能である。紙焼きは、デジタル環境が整備
される傍らで、ほとんどのメーカーにおいて、引き伸
ばし機の新規開発が中止され､製造中止になってしまっ
た機種も少なくない。とくに、大伸ばしが可能なプロ
フェッショナル仕様の引き伸ばし機は、きわめて稀少
になっており、機種選定の余地がない。また、４×５
判等の大判フィルム・ホルダーこそ入手可能であるも
のの、乾板ホルダー、すなわち、感光乳剤面の脆弱性
に配慮したホルダーは、最早、自作するしか手立てが
ない。皆無といってよい。このように、乾板は、紙焼
きが困難な状態に陥っており、現在、密着以上の大き
さに引き伸ばせない出力の限界が生じている。そのた
め、乾板の可用性の広がりを最優先に考えるならば、
有効利用を考えるならば、デジタル複写にならざるを
えない。デジタル複写は、デジタル・アーカイヴの起
点でもあり、これまでのところ、デジタルカメラ方式、
スキャナー方式による複写が考えられ、これらの特長
を理解して、いずれかの方式をアーカイヴ・ワークフ
ローに組み入れる必要がある。
デジタルカメラ方式デジタルカメラ方式･スキャナー
方式ともに、複写に関する装置の性能によって、画像
サイズ、画質の上限が決定される。すなわち、高画質・
高品位の高精細画像を取得するためには、プロフェッ
ショナル用のハイエンドデジタルスチルカメラを使用
することが望ましい。これは、スキャナー方式も同様
である。しかしながら、こうした仕様の機材がきわめ
て高額であり、コストを見通しても、実現の目途が立
ち難い。そのため、現有の施設・設備を活用して、最
小限の再投資で実現可能なデジタルカメラ方式を使用
することにした。デジタルカメラ方式は、CCD、ＣＭＯＳ
等の画像素子だけに依存しないで、レンズの光学的特
長を組み合わせることで私スキャナーよりも優位な複
写システムに仕立てることができる。例えば、デジタ
ルカメラ方式であれば、スキャナー方式と異なって、
ガラス乾板の枠（スチレンボード製）
アンチニュートンガラス
ディフューザーシート
蕊
イルミネーター（富士フィルム・イメージング社製）
第２図ガラス乾板写真の複製スタンドの製作
１枚の乾板の画像を複数分割すれば、画像の画質・品
位をほぼ無限に向上させることができる。ただし、複
写後のシームレスなスキームを念頭に置くならば、ス
キャナー方式と同じように、乾板画像単位で可能な限
りの高精細画像を取得する方法が現実的であることは
いうもでもない。また、万が一、画像解像度等が不足
するようであれば、封入した乾板原版に立ち戻って、
高精細画像を取得し直せばよい。
撮影方式（セット）撮影済みの画像を複写するので、
画角・遠近感、そして、被写界深度に関しては、調整
が不要であるものの、画像を正確に複写するために、
乾板とカメラの画像素子の厳密な平行性が求められる。
そのため、撮影方式は、乾板の水平性とカメラの垂直
`性の確保が容易な鉛直傭轍撮影を実施することにした。
2６ 小林博昭・徳澤啓一
デイストーシヨン（歪曲収差）の補正像高レンズの
球面収差、レンズ群構成、乾板判面の中心からの距離
によって、中心部分と周縁部分の画像が若干倍率が異
なる収差が生じる。すなわち、乾板の画像と画像素子
上の結像が異なることになる。スキャナ方式と比較す
ると大掛かりな撮影装置にならざるを得ないが、とく
に近距離で撮影することによって、像面湾曲が増加す
る傾向があることから、暗室の天井高にあわせて、高
さ2.0ｍのカメラ位置から撮影することにした。また、
寸法再現`性を担保するため、乾板を四囲するように配
置した方眼チャートを写し込んで、厳密なデイストー
ション補正が可能な状態にしておいた。
画面光量乾板と画像素子の間の空間において、光線
の入射が生じないように、暗室で撮影することにした。
イルミネーターを下敷きにして、透過像として、乾板
の画像を映し出した｡イルミネーターは､富士フィルム・
イメージング社製カラー・イルミネーター・プロ・Ｂ４
を採用した。乾板ホルダーを搭載することから、大き
めの３４７×267ｍｍの照明面寸法が必要であった。蛍光
ランプ８Ｗ２本が使用され、相関色温度5,000＋270,
-250.Ｋ、平均漬色評価数Ra=90以上（日本印刷学会
推薦基準準拠)、照明表面輝度1,500cd／㎡である。た
だし、イルミネーターは、光量調整の機構を持たない
ことに加えて、照明面を照度計で測定したところ、照
明面光量が偏在することから、トレーシング･ペーパー
を枚数加減しながら、照明面を覆うことで乾板画像の
光量を加減するとともに、照明面全面に光量を拡散調
整した。また、撮影レンズの集光性能を考えると、中
心光量と周縁光量に差異が生じることから、画像素子
上の画面光量の均一性を確保するため、レンズのＦ値
を最大限まで絞り込むことにした。さらに、撮影画像
のノイズを低減するため、ISO200相当を下限とする低
感度撮影を行った。低感度撮影は、露光時間が長くな
ることから、シャッター操作時等の振動に伴う入力加
速度を最小化するため、リモコン（NikonML-L3）でワ
イヤレス撮影した｡さらに､色調再現性を担保するため、
グレースケール（KodakQ-13GrayScale）を写し込ん
で、グレー階調補正を可能な状態にしておいた。
ニュートンリング（干渉縞）防止乾板は、感光乳剤
面を複写することから、ガラス面がイルミネーターに
載せられることになる。ガラス面とイルミネーターの
照明面が密着し切らないことで生じるニュートンリン
グ（干渉縞）を発生させないように、ガラス面と照明
面が非接触となるように、乾板ホルダーを自作するこ
とにした。乾板ホルダーは、１）イルミネーターの外
寸にあわせて、白色のスチレンボードを切り出し、さ
らに、スチレンボードの中心位置に４×５判の乾板大
取り込みロを開口した。２）イルミネーターの照明面
と接触するスチレンボードの下面に、アンチニュート
ンガラスを貼り合わせ、照明面と乾板のガラス面が非
接触となるようにした。上面には、暗室外での撮影を
念頭に置いて、白色のスチレンボードが外光等を画像
素子上に入射させないように、黒色マット紙を貼り合
わせた。３）カメラ搭載のCCDの長幅比、すなわち、
1561m､×237mmの縦横比を固定して、画角を設定し、
方眼チャート及びグレースケールを映し込んだ。
撮影仕様本稿では、エントリーモデルのデジタル１
眼レフカメラNikonD70sを使用した。撮影仕様は、以
下のとおりとした。また、複写で生成されたマスター
データは、封入乾板、包装箱及び間紙、台帳上の記載
とともに、同一の管理コードを付与することで、資料
間の紐付けを単純化し、資料の断片化を防止した。
有効画素数
４．おわりに
以上のように、鎌木資料のうち、乾板に関するラボ
ラトリー・ワークフローを整理し、とくに、乾板原板
の保存に関するアーカイバル処理のワークフローを整
理した。ただし、複写については、スキャナー方式を
試行するとともに、引き伸ばし機による紙焼きが可能
となるような造作を手掛けてみたい。このようなアー
カイヴ・ワークフローの前半部分に引き続いて、画像
データベースをはじめとするデジタル・アーカイヴ、
すなわち、アーカイヴ・ワークフローの後半部分を具
体化する必要がある。近年、デジタル・アーカイヴの
永続性が問われるとおり、継続及び更新を念頭に置い
たデザインを考えてみたい。
6.1メガピクセル
画像素子 23.7×15.6ｍｍサイズ原色CCD、総画素
数６．２４メガピクセノレ、ニコン､Ｘフォー
マット
記録画素数 3008×２０００ピクセル［Ｌ］
撮像感度 ISO200相当
画質 JPEG-Baseline準拠［圧縮率く約＞
FINE（1/4)]、１２ビット圧縮RAW
● 
● 
2７ ガラス乾板写真のアーカイバル処理に関するワークフロー
第３表鎌木資料のガラス乾板写真登録台帳
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岡山県古墳関係（鏡）
岡山県古墳関係（鏡）
岡山県古墳関係（鏡）
岡山県古墳関係（鏡） 壜 2009-005-003-00Ｊ 2001-005-003-002 2001-005-00`-00ノ2001-005-00‘-002 岡山県指定，－の呂町出士岡山県指定一の宮町出士
大分類 小分類 規格 管理コード
00ノ 岡山県金蔵山古墳 000 ５×７判 20〃-001-000-00Ｊ
00Ｊ 岡山県金】蕊山古墳 000 ５×７判 2001-001-000-002 
00ノ 岡山県金蔵山古墳 000 ５×７判 2009上００ﾉｰ000-003
00Ｊ 岡山県金蔵山古墳 000 ５×７判 2001-001-000-0“ 
00Ｊ 岡山県金蔵山古墳 000 ５×７判 2009-00卜000-0価
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-00Ｊ 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-0〃
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-0ｍ-000-0” 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-00‘ 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2001-002-000-005 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-006 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-007 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009002-000-008 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-0ｍ-000-009 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2001-002-000-OIO 
002 中央町諏訪神社附近遺跡 000 ５×７判 2009-002-000-0〃
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2001-003-000-00ノ
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2009003-000-002 
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2009-003-000-003 
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2009-003-000-00イ
0〃 総社市晴庵古墳 0００ ５×７判 2009-003-000-0応
003 総社市陀i庵古墳 000 ５×７判 2001-003-000-006 
003 総社市晴庵古墳 ０００ ５×７判 2009-0”-000-007 
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2009003-000-008 
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2009-0”-000-009 
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 20090”-000-OIO 
003 総社市鱸i庵古墳 000 ５×７判 2009003-000-01ノ
003 総社市晴庵古墳 000 ５×７判 2001-003-000-0j２ 
003 総社市階庵古墳 000 ５×７判 20〃-003-000-013
0Ｗ 岡山県弥生関係，弥生 00Ｊ ５×７判 2009-0Ⅳ-00ﾉｰ001 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 002 高尾貝塚 ５×７判 2009-00‘-0〃－ ０Ｊ
00イ 岡山県弥生関係，弥生 002 高尾貝塚 ５×７判 20090040m-002 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 003 高田遺跡 ５×７判 2001-004003-00Ｊ 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 0脚 高田遺跡 ５×７判 200900ｲｰ003-002 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 00イ 坂谷氏土器 ５×７判 2009-00‘-00‘-001 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 00イ 坂谷氏士器 ５×７判 200900400‘-002 
00イ 岡山県弥生関係，弥生 005 郷内村弥生式土器（前期）深鉢 ５×７判 2009-00手-005-00Ｊ
00イ 岡山県弥生関係，弥生 006 酒津弥生士器 ５×７判 2001-00400か00Ｊ
004 岡山県弥生関係，弥生 007 (添え書きなし） ５×７判 200gLOO400外00Ｊ
005 岡山県古墳関係（鏡） ００ノ 花光寺山古墳，東博 ５×７判 2001-005-00Ｌ００Ｉ 
005 岡山県古墳関係（鏡） 002 
小二面， 山手村周辺，山田氏蔵，
大一面，鹿久居島付近
５×７判 2009-0応-002-00Ｊ
005 003 朱千駄 ５×７判 ”-00
005 003 朱干駄 ５×７判 9上 05-0”
005 004 宮 土 ５×７判 90 5-00ｲｰ Ｊ 
005 00イ 定，－の宮 土 ５×７判 90 と 40
2８ 小林博昭・徳澤啓一
謝辞
鎌木資料のうち、ガラス乾板写真のアーカイバル処理は、
本学博物館学芸員課程において､2009年度の「博物館実習（情
報系)」で設定した実習課題であり、八木真生（理学部応用数
学科)・倉本幸英（工学部機械システムエ学科)・愛宕祐基（工
学部生体医用工学科）とともに取り組んだ内容である。また、
ガラス乾板のアーカイバル処理に関しては、山口孝子氏（東
京都写真美術館)に多大なご指導.ご助言をいただいた。また、
本稿の作成にあたって、下記の皆様よりご教示.ご協力を賜っ
た。厚くお礼申し上げる次第である。
鎌木英子上山一郎角南聡一郎関根信夫高橋護
苗村英幸藤波啓容間壁忠彦間壁葭子亀田修一
白石純富岡直人高橋亮雄
有限会社アルケーリサーチ東京都写真美術館
株式会社堀内カラー
間壁忠彦１９５８「倉敷市酒津及新屋敷遺跡出土の土器」『瀬
戸内考古学』第２号
梅原末治１９２３「備前行幸村花光寺山古墳」『近畿地方古墳
墓の調査』２
梅原末治１９２４「備前国西高月村の古墳」『歴史と地理』
鎌木義昌・間壁忠彦・問壁葭子１９６５『総社市晴庵古墳」
総社市教育委員会
鎌木義昌先生古稀記念論文集刊行会編１９８８『考古学と関連
科学」（鎌木義昌先生古稀記念論集）鎌木義昌先生古稀記念
論文集刊行会
荒井宏子２００１「国産･モノクローム乾板とフイルムの歴史」
(セミナーワークショップ資料）東京都写真美術館
山口孝子２００５「写真画像保存方法の概説」『日本写真学会
誌』６８巻３号社団法人日本写真学会248-251頁
中±美智子・荒木文宏・西城浩志２００５「大型ガラス乾板お
よびフィルムネガのデジタルデータ化に向けた市販フラット
ベットスキャナーの調整法」『日本写真学会誌』６８巻５号
社団法人日本写真学会４０２－４０７頁
山口孝子２００７「東京都写真美術館における作品保存につい
て」（平成１９年度画像保存セミナー講演資料）社団法人日本
写真学会
主要参考文献
鎌木義昌１９８６『岡山県史」第１８巻（考古資料）岡山県
鎌木義昌１９９２『岡山県史』第２巻（原始・古代Ｉ）岡山県
日本考古学協会編１９６１『日本農耕文化の生成』（第１冊本
文編・第２冊図録編）東京堂
TheWorkflowofArchivalTreatmentaboutGlassPlatePhotograph 
：AboutthecollectionofOkayamaUniversityofScience， 
MuseumAttendantProgram(5) 
HiroakiKOBAYASHIandKeiichiTOKUSＡＷＡ 
DBpam伽ofSbcjMmbImaZiOM臼Ｃｕﾉ(yofhhmaZiCS
OkayamaUhiveI1sj(yofS℃iBnce 
I-IRkZaj-chQjdrakuPAa)/ａｍａ刀00005;ﾉb1pan
(ReceivedSeptember28,2009;acceptedNovember5，2009） 
Inthisarticle,weintroduceapartoftheKamakicoUectionthemuseumattendantprograminOkayama 
UniversiWofScience・TheKamakicoiUctionmcludesomanyglassplatephotographs,Thisisoldtypenegatives
NowwecanItpnntonpaper,andenlargetobigsizepaper・Whatisworseglassplatephotographsiscritic2dly
deterioratmg 
WemusttakeappropriateofarchivaltreatmenttoglassplatephotographsWefOrmulatedaplan 
ofarchivaltreatmentasunpacking,registrationconfirmation，cleaning,straightening,conservationand 
reproduction 
